


　津山藩士で文人画家でもある飯塚竹斎は藩の御用絵師ではありませんでしたが、
藩からの絵の御用を勤めるなど、すぐれた才能を発揮し、多くの作品を残しました。
また、竹斎以外にも広瀬台山など、絵を描く武士たちもいました。この展覧会では
地元津山に残されている竹斎の作品を中心に、竹斎が影響を受けた、また影響を与
えた武士達の作品をあわせてご紹介いたします。

◆日時：11月7日（日）午後1時30分～午後3時30分
◆会場：津山圏域雇用労働センター大ホール
◆講演：「資料から見える藩士としての飯塚竹斎」
　　　　　　　津山郷土博物館　学芸員　梶村　明慶　　
　　　　「竹斎の作品と交友」
　　　　　　　岡山県立美術館　学芸員　古川　文子氏
　　　　「筆墨の語る世界」
　　　　　　　倉敷芸術科学大学芸術学部
　　　　　　　　　　　　　　　教　授　森山　知己氏

開館時間
休 館 日
入 館 料

アクセス

／9時～17時（入館は16時30分）
／月曜日　祝日の翌日　その他
／一般300円（240円）、高校・大学生200円（160円）
　65歳以上200円（160円）
　※（　）内は30名以上の団体料金
／JR津山駅から北へ徒歩15分
　中国自動車道　津山・院庄ICから車で15分

〒708-0022 岡山県津山市山下92　☎（0868）22-4567
http://www.tsu-haku.jp  tsu-haku@tvt.ne.jp

会　期／令和3年10月16日（土）～11月21日（日）

浅絳山水図（個人蔵）

赤壁図（個人蔵）

【記念講演会】


